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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　調布「憲法ひろば」の十月例会（第39回例会）は、世話人の鈴木彰さん（左写真）が発題。九月例会「シッコ」上映会に続けて、私たちの生活に最も密接に関わる社会保障の問題を、憲法の視点から取り上げていただきました。鈴木さんの熱弁に二十二人の参加者からも多様な発言が相次ぎ、活発な議論が交わされました。司会は大野さん（中央写真）。
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　――侵略戦争を梃子に「富国強兵」をめざした「帝国憲法」は戦後の民主主義と平和への願いによって命を絶たれたが、「復活」への動きは絶えることなく、戦後史は二つの憲法のせめぎ合いだった。一九四五～七五年は、逆流もあるが国民ぐるみで新憲法を社会のものにしようとした時代で、労働運動でいえば、前進につぐ前進を遂げた時代。七三年には二五％、七四年には三〇％の賃上げをかちとった。ここで資本の巻き返しが起こり、日経連は「賃上げガイドライン」を出して七五年の賃上げを一三％に抑え込んだ。これ以後今日まで賃上げ率は前年を上回ったことはない。労働戦線の分断、政界の再編も行なわれた。九〇年代に入るとこれに国策が乗り出してくる。社会保障を削り、労基法も改悪し、リストラを進める法律が次つぎにつくられた。「金融再生法」もそのひとつ。こうして現在のルールなき雇用ができあがった。しかし直近の三年間は、地域レベル・世界レベルでの反撃の確かな兆しがみえてきている。全国七〇〇〇を超える「九条の会」もそのひとつ。あの輝かしい労働運動が、資本の巻き返しにもろくも敗退したのは、運動が一部の組織労働者だけにとどまり、未組織労働者や地域に根ざしたものにできなかったことにあるとすれば、立場や意見の相違を超えて、一致できる点で連帯することがいかに必要かがわかる。これが「九条の会」の精神だと思う。


　ここまで一気に話した鈴木さん、「だから私の見方考え方も一つの意見」と断って、労組活動家としての「生涯をかけてつくった」という貴重な資料を披露。社会の仕組みが大企業と軍事優先に改変されてきたプロセスを数字で鮮やかに示してくれた。


　例えば一九七〇年と八〇年とを比べると、企業の取り分は勤労者の生活向上を考慮したものになっていたし、保険料は引き上げられても社会保障の拡充につながっていた。これに対し九〇年と二〇〇五年とを比べると、ＧＤＰ六二兆円増に対し、大企業の内部保留は九三兆円増、逆に法人税は七兆円減。所得税・消費税も七兆円減だが保険料が一七兆円増で、自己負担を旨とする「小さな政府」への転換が際立っている。


　そして軍事費は増え続ける。九二年の宮澤・クリントン会談以来、アメリカから「対日要望書」が毎年出され、これに応えてついに一日一億円を費やす自衛隊イラク派兵にまで至った軍事費増は、専ら社会保障の切り捨てで賄われてきた。〇二年以来、社会保障への国庫負担が毎年二二〇〇億円も抑制されている。


　今九条改悪の企みは頓挫しているようにみえるが「社会保障と雇用ルールの破壊で、改憲のための経済的条件が出来上がっていることに注意しないといけない」と鈴木さんは強調する。


　ここでお得意の小噺を一席 ― やみくもに金儲けに精を出してきた男、たまると使うのが惜しくなり、使用人をすべてクビにした。女房も要らないと里に返し、一人になって沈思黙考、やおら立ち上がると帯を解き、梁にかけた・・・何やら今の世の中に似ているのでは？                                                      


　　　(石川康子記)











E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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